（様式第１号）

年　　月　　日　


　北海道知事　様


　　　　　　　　　　　　　　　　　　(事業者名)　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(代表者名)　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(所 在 地)　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(電話番号)　


　　　道有林クレジットの購入申込について

　このことについて、次のとおり関係書類を添えて購入申込書を提出します。
　なお、この申請書及び関係書類の全ての記載事項は、事実と相違ないことを誓約します。

１　添付書類
（１）オフセット・クレジット購入申込書（様式第２号）
（２）事業者（団体）の概要（様式第３号）
（３）事業者等の定款の写し又はこれに代わるもの
（４）購入代金の使途調査について（様式第４号）

２　申出事項
　　私は、道有林クレジットの購入にあたり、次のとおり申し出ます。
（１）国内に事業所を有する事業者又は団体等であること。
（２）次に掲げる者ではないこと。
　　ア　宗教活動や政治活動を主たる目的とする事業者、団体等
　　イ　特定の公職者（候補者を含む。）又は政党を推薦、支持、反対することを目的とする事業者、団体等
　　ウ　暴力団又は暴力団員の統制下にある事業者、団体等
　　エ　その他、本事業の適正な実施ができないと認められる事業者、団体等



（様式第２号）
道有林クレジット購入申込書
	購入希望者

(契約書乙欄に記載される方)
	所在地
	


	
	事業者名
(団体等)
	


	
	代表者職・氏名
	

	担当者

(事務を担当
される方)
	部署名
	

	
	職・氏名
	

	
	連絡先
	

	
	メールアドレス
	

	購入目的
	

	
	※　使用者、使用内容、使用量、使用時期等が決まっていれば記載すること。

	希望
クレジット
	いずれかに、○を付けてください。

	
	ア
	J-クレジット『キキタ・グリーンクレジット』

	
	イ
	J-VER『「キキタの森」間伐促進プロジェクト』

	
	ウ
	どちらでもよい

	購入希望内容
	数　　量(①)：
	
	t-CO2

	
	販売価格(②)：
	
	円（消費税抜き／t-CO2）

	
	(①×②)(③)：
	
	円（消費税抜き）

	
	※　販売金額は、上記③の金額に消費税及び地方消費税相当額を加算した金額となります。

	クレジットの
移転
	いずれかに、○を付けてください。

	
	ア
	J-クレジット登録簿に口座を保有または今後保有する予定であるので、売買代金を支払い後、指定する保有口座に移転を希望

	
	
	口座名義人
	

	
	
	口座番号
	

	
	イ
	J-クレジット登録簿に口座を保有しないので、売買代金を支払い後、無効化口座に移転を希望

	道のホーム
ページ等への掲載について
	いずれかに、○を付けてください。

	
	ア
	社名等の固有名詞は、
ホームページやJ-クレジット登録簿での公表を希望しません。

	
	イ
	社名等の固有名詞を、
ホームページやJ-クレジット登録簿で公表してかまいません。

	その他
	




（様式第３号）
事業者（団体等）の概要
	事業者
(団体等)名
	


	
	(設立年月：　　　　　　年　　月）

	所在地
	〒



	
	TEL　

	連　絡　先
(上記と異なるとき）
	〒



	
	TEL　

	代表者氏名
	

	事業責任者
	職氏名：
	

	
	TEL：
	

	
	FAX：
	

	
	E-mail：
	

	事業者(団体)の概要
	従業員(会員)数：
	

	
	資本金：
	

	
	売上高：
	

	
	経常利益：
	

	
	その他：
	



	
	※　記載可能な項目について記入してください。

	活動概要
	










	
	※　事業内容、活動拠点等を記入してください。




（様式第４号）
道有林クレジット
購入代金の使途調査について

　道有林から創出された森林由来クレジットをご購入いただき、ありがとうございます。
　北海道では、道有林クレジットの販売収入を森林づくりに還元することで、森林資源の循環利用を通じて、北海道の森林のポテンシャルを最大限引き出し、社会を支え、多様な生態系を育む豊かな森林を未来へ引き継いでいきたいと考えています。
　つきましては、購入代金の使途の希望を、下記から１つ選択願います。
	選択
	希望の取組内容

		温室効果ガスの吸収量増加に繋がる森林づくりの推進

	
	（手入れが行き届いていない森林の整備や林道の補修　など）

		森林の適切な維持・管理

	
	（山火事防止などの巡視活動、危険木の除去や景勝地の管理　など）

		貴重な生態系を育む森林の保全

	
	（希少な野生動植物の保全、エゾシカやヒグマなどの獣害対策　など）

		持続的な利用に向けた道産広葉樹資源の育成

	
	（ICTを活用した資源の把握、自然の力を活用した広葉樹の育成　など）

		上記以外の森林づくりに繋がる事業

	
	（省力化した植林作業などのスマート林業の推進、森林づくりを担う人材の確保・育成　など）

		知事におまかせ
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